
「
筆
順
」
の
楽
し
い
覚
え
方 

 

 

藤 

井 

浩 

治 

一
．
は
じ
め
に 

 

「
筆
順
は
苦
手
」
と
思
っ
て
い
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
私
も
子
供
の
頃
は
筆
順
が
大
嫌
い
で
し
た
。
途
中
を
ど

う
書
い
た
っ
て
最
終
的
な
出
来
上
が
り
の
漢
字
を
間
違
え
て
い
な

か
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
あ
る
漢
字
の
筆

順
を
個
々
に
覚
え
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
は
「
筆
順
」
の
「
き
ま
り
」
を
覚
え
て
お
け
ば
、
多
く

の
漢
字
を
正
し
い
筆
順
で
書
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。 

 

二
．
筆
順
の
基
礎
編
「
左
右
の
筆
順
」 

      き
ま
す
。
ど
う
し
て
「
右
」
と
「
左
」
は
筆
順
が
違
う
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
は
漢
字
の
「
成
り
立
ち
」
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
左

図
の
よ
う
に
、
左
右
の
「
手
と
腕
」
の
形
が
基
に
な
っ
て
「
左
右
」

の
漢
字
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。昔
の「
右
」と
い
う
漢
字
の「
指
」

が
左
に
寄
っ
て
「
は
ら
い
」
に
な
り
、「
腕
」
が
横
に
伸
び
て
「
横

画
」
に
な
っ
て
、
現
在
の
「
右
」
と
い
う
漢
字
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昔
の
「
左
」
と
い
う
漢
字
の
「
指
」
が
横
に
直
線
に
な

っ
て
「
横
画
」
に
な
り
、「
腕
」
が
「
は
ら
い
」
に
な
っ
て
現
在
の

「
左
」
と
い
う
漢
字
に
な
っ
た
の
で
す
。 

            
筆
順
を
見
る
と
、「
右
」
と
「
左
」
の
ど
ち
ら
も
「
指
」
か
ら
書 

い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、「
右
」
の
「
は
ら
い
」
が 

短
い
の
は
「
指
」
だ
か
ら
で
あ
り
、「
横
画
」
が
長
い
の
は
「
腕
」 

「
右
」
と
「
左
」
は
形
の
よ

く
似
た
漢
字
で
す
が
、
筆
順

が
違
い
ま
す
。「
右
」
は
「
は

ら
い
」
か
ら
書
き
ま
す
が
、

「
左
」
は
「
横
画
」
か
ら
書 

昔の字 

(てん書) 



だ
か
ら
で
す
。
同
じ
よ
う
に
「
左
」
の
「
横
画
」
が
短
い
の
は
「
指
」

だ
か
ら
で
あ
り
、「
は
ら
い
」
が
長
い
の
は
「
腕
」
だ
か
ら
で
す
。 

つ
ま
り
、「
左
右
」
の
漢
字
は
、
一
見
筆
順
が
違
う
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
両
方
と
も
「
短
い
指
」
か
ら
書
い
て
次
に
「
長
い
腕
」

を
書
く
点
で
共
通
し
て
お
り
、「
右
」
は
「
短
い
は
ら
い
」
か
ら
書

き
、「
左
」
は
「
短
い
横
画
」
か
ら
書
く
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

こ
の
「
筆
順
の
き
ま
り
」
に
当
て
は
ま
る
漢
字
は
次
の
通
り
で

す
。
筆
順
だ
け
で
な
く
、
画
の
長
さ
に
も
気
を
つ
け
て
書
く
と
文

字
は
整
い
ま
す
。 

 

〇
「
短
い
は
ら
い
」
か
ら
書
い
て
「
横
画
の
長
い
」
漢
字 

有 

希 

布 

若 
 

〇
「
短
い
横
画
」
か
ら
書
い
て
「
は
ら
い
の
長
い
」
漢
字 

友 

在 

存 
 三

．
筆
順
の
応
用
偏
「
土
」
と
「
王
」
の
筆
順 

（
１
）「
土
」
の
筆
順
の
き
ま
り 

「
土
」
と
「
王
」
と
い
う
漢
字
は
よ
く
見
る
と
、
ど
ち
ら
に
も

「
土
」と
い
う
漢
字
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、図
１
の
よ
う
に「
土
」

は
「
横
・
縦
・
横
」
の
順
で
書
き
ま
す
が
、「
王
」
の
部
分
に
あ
る

「
土
」
は
「
縦
・
横
・
横
」
の
順
に
書
き
ま
す
。 

           

 

 

そ
う
で
す
ね
、「
土
」
の
上
に
何
も
な
い
時
は
、「
横
・
縦
・
横
」

の
順
に
書
き
、「
土
」
の
上
に
何
か
が
あ
る
時
は
、「
縦
・
横
・
横
」

の
順
に
書
く
の
で
す
。 

 
（
２
）「
土
」
の
仲
間
（
横
・
縦
・
横
）
の
筆
順 

「
土
」
と
同
じ
「
横
・
縦
・
横
」
の
筆
順
の
漢
字
は
、「
寺
」「
週
」

の
よ
う
に
、
漢
字
の
一
部
に
「
土
」
が
あ
る
も
の
、「
先
」「
者
」

他
に
も
「
土
」
が
隠

れ
て
い
る
漢
字
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。
図
２

の
よ
う
に
「
田
」
と

「
里
」
に
も
「
土
」
と

い
う
漢
字
が
あ
り
ま

す
が
、「
田
」
と
「
里
」

の
「
土
」
も
「
王
」
と

同
じ
で
、「
縦
・
横
・
横
」

の
順
に
書
き
ま
す
。
何

か
共
通
点
に
気
が
つ

き
ま
せ
ん
か
。 



の
よ
う
に
「
土
」
に
「
左
は
ら
い
」
が
あ
る
も
の
、「
士
」「
売
」

の
よ
う
に
下
の
横
画
が
短
い
も
の
等
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
漢
字
の
一
部
に
「
土
」
に
似
た
部
分
が
あ
る
漢

字
（「
土
」
の
上
に
何
も
な
い
）
の
筆
順
は
、「
土
」
と
同
じ
「
横
・

縦
・
横
」
の
筆
順
に
な
り
ま
す
。 

    

〇
「
土
」
と
同
じ
筆
順
の
仲
間
（
横
・
縦
・
横
） 

土 

赤 

先 

社 

寺 

走 

考 
売 

時 

週 

遠 

園 

地 

場 

去 

幸 

仕 

持 

待 
詩 

等 

者 

暑 

起 

軽 

調 

士 

告 

型 

径 
街 
喜 

結 

周 

続 

達 

徒 

堂 

特 

法 

老 

陸 
熱 
塩 

圧 

在 

志 

舎 

基 

墓 

経 

均 

増 

境 
造 

勢 

報 

至 

孝 

署 

著 

諸 

裁 

捨 

陛 

洗 

樹 

誌 

装 

穀 
 

 （
３
）「
王
」
の
仲
間
（
一
を
書
い
て
・
縦
・
横
・
横
）
の
筆
順 

 

「
王
」
は
「
土
」
の
上
に
「
一
」
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
「
一
」

を
書
い
て
、
次
の
「
土
」
は
「
縦
・
横
・
横
」
の
筆
順
に
な
り
ま

す
。 

         「
横
画
」
が
三
本
あ
る
も
の
（
一
を
書
い
て
、
縦
・
横
・
横
・
横
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
漢
字
の
一
部
に
「
王
」
や
「
王
」

に
似
て
い
る
部
分
の
あ
る
漢
字
は
「
一
を
書
い
て
、
縦
・
横
・
横
」

の
筆
順
に
な
り
ま
す
。 

 

〇
「
王
」
と
同
じ
筆
順
の
仲
間
「
一
を
書
い
て
・
縦
・
横
・
横
」 

 

王 

玉 

生 

青 

国 

馬 

曜 

星 

晴 

麦 

全 

球 

主 

住 

注 

柱 

美 

着 

駅 

進 

集 

表 

望 

差 

養 

議 

験 

観 

害 

産 

清 

静 

積 

毒 

往 

程 
義 
雑 

準 

護 

確 

責 

績 

情 

精 

素 

潔 

性 
宝 
皇 
聖 

班 

割 

憲 

推 

難 

奮 

権 

「
王
」
の
仲
間
に
は

「
主
」
や
「
全
」
の
よ

う
に
漢
字
の
一
部
に

「
王
」
が
あ
る
も
の
、

「
麦
」
や
「
生
」
の
よ

う
に
「
王
」
の
上
に
「
縦

画
」
が
突
き
出
た
も

の
、「
進
」「
馬
」
の
よ

う
に
「
一
」
の
下
の 



（
４
）「
田
」
の
仲
間
「 

を
書
い
て
、
縦
・
横
・
横
」 

 
「
田
」
は
「
土
」
の
上
に
「 

 

」
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
「 

」 

を
書
い
て
か
ら
、
次
の
「
土
」
は
「
縦
・
横
・
横
」
の
筆
順
に
な

り
ま
す
。 

        

り
ま
す
。（ 

 

を
書
い
て
、
縦
・
縦
・
横
・
横
） 

 

こ
の
よ
う
に
、
漢
字
の
一
部
に
「
田
」
や
「
田
」
に
似
た
部
分

が
あ
る
漢
字
の
筆
順
は
「 
 

を
書
い
て
、
縦
・
横
・
横
」
に
な

り
ま
す
。 

〇
「
田
」
と
同
じ
筆
順
の
仲
間
「 

 

を
書
い
て
、
縦
・
横
・
横
」 

田 

男 

町 

細 

思 

魚 

番 

画 

黄 

角 

畑 

界 

福 

鼻 

由 

笛 

油 

曲 

農 

胃 

勇 

漁 

副 

博  

典 

留 

富 

略 

増 

解 

再 

構 

講 

豊 

異 

層 

奮 

専 

宙 

届 

（
５
）「
里
」
の
仲
間
「
日
を
書
い
て
、
縦
・
横
・
横
」 

 

「
里
」
は
「
土
」
の
上
に
「
日
」
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
「
日
」

を
書
い
て
か
ら
、
次
の
「
土
」
は
「
縦
・
横
・
横
」
の
筆
順
に
な

り
ま
す
。「
里
」
の
仲
間
に
は
「
黒
」
や
「
理
」
の
よ
う
に
漢
字
の

一
部
に
「
里
」
が
あ
る
漢
字
、「
重
」
や
「
動
」
の
よ
う
に
「
里
」

の
「
縦
画
」
が
上
に
突
き
出
た
漢
字
、「
勤
」
の
よ
う
に
上
が
「
口
」

に
な
っ
て
、「
土
」の
横
画
が
三
本
に
な
っ
た
漢
字（
口
を
書
い
て
、

縦
・
横
・
横
・
横
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

       

（
６
）「
土
」
と
「
王
」
の
筆
順
が
異
な
る
理
由 

「
土
」
の
上
に
画
が
あ
る
時
と
な
い
時
で
「
土
」
の
筆
順
が
異

な
る
こ
と
は
分
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
筆
順
を
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
次
の
画
へ
の
つ
な
が

り
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

土
」
は
、
正
し
い
筆
順
の
図
３
と
、
間
違
っ
た
筆
順
の
図
４
を
見

比
べ
る
と
、
正
し
い
筆
順
（
横
・
縦
・
横
）
の
方
が
明
ら
か
に
近 

「
田
」
の
仲
間
に
は
、「
男
」

や
「
魚
」
の
よ
う
に
漢
字
の

一
部
に
「
田
」
が
あ
る
も
の
、

「
画
」
や
「
由
」
の
よ
う
に

「
田
」
の
「
縦
画
」
が
上
に

突
き
出
た
漢
字
、「
曲
」「
典
」

の
よ
う
に
「
田
」
の
縦
画
が

二
本
あ
る
漢
字
な
ど
が
あ 

こ
の
よ
う
に
、
漢
字
の
一

部
に
「
里
」
や
「
里
」
に

似
た
部
分
が
あ
る
漢
字

の
筆
順
は
「
日
を
書
い

て
、
縦
・
横
・
横
」
に
な

り
ま
す
。 



 

      

 

縦
画
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
土
」
と
同
じ
筆

順
の
図
５
の
よ
う
に
書
い
て
し
ま
う
よ
り
も
、
正
し
い
筆
順
（
縦
・

横
・
横
）
図
６
の
よ
う
に
書
い
た
方
が
近
道
を
し
て
次
の
画
に
進

む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

 

つ
ま
り
、
筆
順
と
は
画
の
つ
な
が
り
を
で
き
る
だ
け
短
く
し
て

ス
ム
ー
ズ
に
書
き
や
す
く
す
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
の
で
す
。 

 

〇
「
里
」
と
同
じ
筆
順
の
仲
間
「
日
を
書
い
て
、
縦
・
横
・
横
」 

 

里 

黒 

理 

野 

童 

重 

動 

量 

種 

裏 

勤 
 

 

（
７
）
難
し
い
「
座
」
の
筆
順
を
解
説 

 

そ
れ
で
は
こ
こ
で
筆
順
を
と
て
も
間
違
え
や
す
い
「
座
」
と
い

う
漢
字
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。「
座
」
の
中
に
あ
る
「
土
」
は
「
①

横
・
縦
・
横
」
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
「
②
縦
・
横
・
横
」
で

し
ょ
う
か
。 

      

最
後
に
「
土
」
の
上
に
何
か
あ
っ
て
も
、
次
の
場
合
は
「
土
」

の
筆
順
の
ま
ま
な
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

① 

「
土
」
が
漢
字
の
下
部
に
あ
る
場
合
「
基
・
墓
・
陛
・
至
・
堂
」 

② 

「
土
」
の
上
に
「
か
ん
む
り
」
等
が
あ
る
場
合 

「
著
・
暑
・
捨
・
署
」 

③ 

「
土
」
の
周
り
に
「
か
ま
え
」
が
あ
る
場
合
「
園
」 

④ 

「
土
」
の
上
に
「
左
は
ら
い
」
が
あ
る
場
合
「
任
・
賃
」 

 

（
尾
道
市
立
御
調
西
小
学
校 

校
長
） 
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道
を
し
て
次
の
画

に
進
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
し
か

し
、
「
里
」
の
場
合
は

「
土
」
の
上
に
「
日
」

が
乗
っ
て
い
る
た
め
、

ど
う
し
て
も
「
土
」
の 

正
解
は
➁
の
「
縦
・
横
・
横
」
で
す
。「
土
」

の
上
に
「
人
」
が
二
つ
乗
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
、「
土
」
の
縦
画
が
長
く
な
っ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
「
縦
・
横
・
横
」
の
筆
順
で

書
く
の
で
す
。 
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